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1．イサベル 2 世の治世と自由主義の新たな政策
　イサベル 2 世〔訳注　在位 1833-1868 年〕は、フェリーペ 5 世によって制
定された、女性の王位継承を禁じるサリカ法〔スペイン継承戦争によってフラ
ンス・ブルボン家がスペイン王家を継承したため、フランス王家の王位継承原
則である同法が適用となった〕を撤廃するために父フェルナンド 7 世〔在位
1808 年、1814-1833 年〕が発布した国王勅諚のおかげで、父王の死後王位に
就きました。しかし、先王の弟カルロス＝マリア＝イシドロがイサベルに代わ
り王位に就く野心を示したせいで、フェルナンド 7 世の死は重大な王位継承問
題を引き起こしました。女王イサベル 2 世が未成年〔即位当時 3 歳〕であっ
たので、女王の母であるマリア・クリスティーナに摂政の地位が委ねられまし
た。これが王位継承を巡り 7 年に亘って続いた内戦「カルリスタ戦争」（1833-
1840）の始まりとなりました。この戦争では、カルロス＝マリア＝イシドロ
を擁立する絶対主義者と、摂政マリア＝クリスティーナを支持する、つまりイ
サベル 2 世の王制を支持する自由主義者とが対立したのです。
　自由主義者は、絶対主義者を支持する聖職者を無力化するための措置を講じ
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ました。その一つが 1834 年 3 月 26 日の勅令 1）です。これは、反乱側に逃亡し
寝返った聖職者がいて、管理責任者を務める聖職者が逃亡の 24 時間以内に当
局にその旨を通報しなかった修道院、ないし修道士の 6 分の 1 が逃亡した修
道会を廃止するというものです。この他にも、戦争の戦略上の理由から修道院
を廃止する策がとられました。
　ホセ＝マリア・ケイポ＝デ＝リャーノ、つまりトレーノ伯爵の首相在任中
（1835 年 7 月から 9 月まで）、およびその後任のフアン・アルバレス＝メンデ
ィサバル（トレーノ伯爵内閣において蔵相）の首相在任期である 1835 年 9 月
から 1836 年 5 月までの間に、教会資産の全面的国有化が行われました。デサ
モルティサシオン〔永代所有財産の売却：以下、デサモルティサシオンと表記
を統一する〕は、1835 年 7 月 4 日の法務省の政令によって開始されました。
この政令によりイエズス会が解散されるとともに、1767 年 4 月 2 日の国王勅
諚が再度有効とされ、カルロス 3 世がかつて 18 世紀に採用した施策が復活し
ました 2）。すなわち、科学・芸術関係の諸機関にとって有用な文化財（絵画・
図書など）を除くイエズス会の財産は、国債の償還に充てられたのです。
　トレーノ伯爵政権によって公布された 1835 年 7 月 25 日の勅令は、教育に
携わる修道司祭とアジアに宣教へ赴いている者を除いて修道士が 12 人未満の
修道院を廃止しました。この措置は、聖職者改革の一環として考え出されたも
ので、およそ 900 の修道院と 5,381 人の修道士に影響を及ぼしました。しかし、
修道会の内部の組織や階層に変化が起こるとは考えられていませんでした。と
いうのも、そのために最も規模の大きい修道会はその領地・財産を保持したの
です。むしろ、この措置の影響を最も受けたのはきわめて質素な托鉢修道会で、
その数が半減しました 3）。この勅令の第 7 条は、廃止される修道会の財産が国
有化されることを規定し、国債の償還に充当されるとしました。他方、宗教的
1）　Gaceta de Madrid, 27 de marzo de 1834.
2）　Ibídem, 7 de julio de 1835.
3）　BELLO, J. （1988）. “La ocupación de los bienes de los regulares （1835-1836）”, en 
Boletín de la Real Academia de la Historia, nº 185, pp. 55-82.
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御物を含む史料・図書・彫刻及び絵画作品・家財道具は、学問や芸術に有効利
用されうるので、例外とされました。また、閉鎖される修道院に依存していた
教区は、世俗の権力の下に置かれることとなりました。
　法務省が修道会の廃止を担当し、大蔵省が地方監察官〔フランスの inten-
dant を参考に 18 世紀初頭に設置された、国王が地方に派遣する行政官。地方
の行政・司法・財政の広範にわたる権限が与えられた〕・委員・税金監査役を
通じて債務返済に充てられる財産を管理し、内務省は、俗人で構成される委員
会を通じて学問的・芸術的財産を処理しました。また、聖職者は礼拝に使用さ
れる道具や装飾品の管理を担当しました。他方、サン・フェルナンド王立美術
アカデミーが文化財の保護に積極的に乗り出しました。また、この活動には王
立歴史アカデミーや「祖国の友・経済協会」もこれに加わったのです 4）。
　しかしながら、1835 年 7 月 25 日の勅令は多くの地域で実効性を持ちません
でした。そうした地域では進歩派の自由主義者の蜂起や評
フ ン タ
議会の結成などが起
こり、領域内における修道院の全面的廃止が布告されたのです。こうした例は、
1835 年 8 月のパレンシア、サラマンカ、サモーラに見られます。また他の場
所では、抗議の鎮静化のために地方自治体が〔修道院の〕廃止を決定しました。
こうした例は、同月バリャドリードに見られました。いくつかの都市では、評
議会の活動や抗議が激化の一途をたどりました。最も急進的な勢力にとって、
〔急進派と穏健派の〕二つの勢力の間で対応が大きく揺れる、トレーノ伯爵政
権の微温的改革が我慢ならなかったからです。評議会に従わぬよう地方自治体
に指示を出したかと思えば、他の場所では「自由主義の 3 年間」〔自由主義的
な憲法であるカディス憲法が復活した 1820 年から 23 年までの 3 年間〕に実
施されたデサモルティサシオンで土地を購入し、のちにその土地の所有権を失
った人々に対して土地が返還するよう 1835年 9月 3日勅令が発布される5）など、
進歩派に対する譲歩がなされたのです。
4）　BELLO, J. （1997）. Frailes, intendentes y políticos. Los bienes naciona-
les1835-1850. Madrid: Taurus, p. 81.
5）　Gaceta de Madrid, 4 de septiembre de 1835.
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2．1836 年 2 月選挙とメンディサバル政権
　1835 年 9 月、摂政マリア＝クリスティーナは進歩派の蜂起に端を発する政
治的混乱状況を目の当たりにし、トレーノ伯爵内閣で蔵相であったフアン・ア
ルバレス＝メンディサバルに政権を委ねる以外に方策を見出せなくなりました。
新首相は自らの政治的計画の実行のために、ワンマン的手法でもって、つまり、
外相・蔵相・海相を兼任することで当時のすべての懸案事項の解決に当たろう
としたのです。首相就任時、彼の計画は三つの法案に基づいていました。それ
は、新聞、大臣の責任、新たな選挙制度の三点に関わるものです。しかしなが
ら、穏健派は、県を一選挙区とする選挙制度改革に反対したのです。最終的に、
小選挙区制の維持を主張した穏健派は 71 対 66 で下院での勝利を収めました。
メンディサバルは敗北のあとで、二つの選択肢に直面しました。すなわち、辞
職するか、議会を解散するかのいずれかです。唯一の取りうる選択は、〔議会
での〕新たな政治的衝突を回避するための議会解散でした。
　1836 年 1 月 27 日の政令によって議会が解散されたことにより、選挙が公示
されました。新たな選挙は 1834 年 5 月 20 日の政令に則り実施されることと
なりましたが、これは、前回 1834 年選挙の時にも適用された規則でした。1
月 27 日の政令の第 1 条は、パルティード〔県内の単一ないし複数の市町村か
ら成る区域で、裁判所管区として用いられた単位である。1834 年の議会選挙
に際して制定された。適切な訳語が存在しないため、本稿では原語のままパル
ティードと訳す〕の投票日を 2 月 19 日、県の投票日を 2 月 26 日としました。
また、〔新たな議会の〕目的は新たな選挙法についての審議であるとされ、議
会招集日は 3 月 22 日とされました 6）。
　メンディサバルの計画は、自身の言によると、有権者の意思に基づいたもの
であったと言います。たしかにメンディサバルが示した計画はデサモルティサ
6）　Gaceta de Madrid, 28 de enero de 1836.
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シオンに直接言及していません。しかし彼は、デサモルティサシオンに賛成す
る議員に投票するよう呼びかけた進歩派の新聞を後ろ盾としていたのです。選
挙法に関する議論は政治の二極化をもたらし、したがって、二つの党派の形成
を促したのです。〔二つの党派は、〕それぞれの政治的な傾向が当時まだ明確に
定まっていませんでしたが、権力獲得のために争っていました。一方にはメン
ディサバルを指導者とする、近代的で進歩的な国家を建設し、旧体制の特権の
撤廃を求める進歩派がいました。もう一方のマルティネス＝デ＝ラ＝ロサを中
心とする穏健派は、王国憲章を厳格に遵守し、「啓蒙的絶対主義者」の派閥と
結びついていました 7）。
　政府は、公務員が選挙に関する情報を把握するため、またそうした情報につ
いて、すべての都市や市町村の住民に周知させるよう関係機関に促すため、
1836 年 1 月 27 日に回状を発布するなど積極的な行動をとりました。大蔵省に
よって公表されたこの回状は、内戦の終結と、国家に利益をもたらすよう社会
と行政を改善するという目的のために、協力と秩序の維持と、そして法やその
執行者への尊重を公務員に求めました 8）。各県知事は県内の選挙者に対して選
挙の実施を周知させるために広報を用い、各県議会は政府や知事の通達に従っ
たのです 9）。
　しかしながら、選挙期間中、今日のような選挙キャンペーンが展開されたわ
けではありません。というのも、政党が組織されておらず、立候補制がとられ
ていたわけでもなかったからです。もっとも、マルティネス＝デ＝ラ＝ロサ率
いる穏健派とメンディサバル率いる進歩派という派閥は存在していましたが。
しかし、選挙で勝利するために複数の政治的意見が〔それぞれの派閥により〕
主張されたという点から、この選挙に純粋に近代的な選挙の要素の萌芽を見出
7）　MARICHAL, C. （1980）. La Revolución Liberal y los primeros Partidos Políticos 
en España, 1834-1844, p. 102.
8）　Gaceta de Madrid, 3 de febrero de 1836.
9）　ARAQUE HONTANGAS, N. （2008）. Las elecciones en el reinado de Isabel II: La 
Cámara Baja, Madrid: Congreso de los Diputados, p. 73.
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す研究者も存在します 10）。
　進歩派の、つまり「政府系」の新聞は、内戦を終結させ、イサベル 2 世の王
制を擁護し、スペイン人の政治的権利を基本法に盛り込むことのできるような
人物に投票するよう呼びかけました。とどのつまり、進歩派の新聞は一種の選
挙キャンペーンを展開していたのです。新聞は以下の条件を満たす候補者に投
票するよう有権者に呼びかけました。すなわち、メンディサバルの 9 月 14 日
の計画〔1835 年 9 月の政権成立時にメンディサバルが掲げた三つの政策。新
聞に関する法、大臣の責任に関する法、そして新たな選挙法〕に賛成する者、
絶対主義者でない者、無秩序・暴力の敵である者、デサモルティサシオンや修
道会に属さない聖職者の問題に取り組み、長子相続法の改革、そして公的債務
の整理に賛成する者への支持を訴えました 11）。
　1836 年 2 月 26 日の選挙における有権者の数は 6,000 人から 8,000 人ほどで
した。これはスペイン国民の 0.05 から 0.06% 程度であり 12）、ごく少数の有権者
しかいなかったことを意味しますので、選挙結果が国民の大多数の意見を反映
していたとは言えません。1834 年選挙でマルティネス＝デ＝ラ＝ロサ〔穏健
派〕の勝利をもたらしたバレアレス諸島やカナリア諸島では高い棄権率を記録
し、同様にアラバ、カステリョン、コルーニャ、ヘローナ、グアダラハラ、ギ
プスコア、レリダ、ナバーラ、セゴビア、ソリアそしてキューバでも棄権率が
高かったのです。
　進歩派が勝利したことで、野党側の新聞による多くの抗議が起こりました。
その内容は、政府の手先による、メンディサバルに反対する候補者への投票を
封じるための陰謀や影響力の行使を非難するものでした。この選挙は腐敗や脅
10）　BURDIEL BUENO, I. （1987）. La política de los Notables, Moderados y avanza-
dos durante el Régimen del Estatuto Real （1834-36），Valencia: Alfonso de Mag-
nánim, p. 283.
11）　ARAQUE HONTANGAS, N. （2008）. Ob. Cit., p. 77.
12）　BORREGO, A. （1837）. Manual electoral para el uso de los electores de la opin-
ión monárquico-constitucional, p. 11.
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迫が最も深刻であった選挙の一つであり、この慣例が 19 世紀のすべての選挙
において繰り返されるようになったという議論を展開する研究者もいます 13）。
しかしながら、進歩派の新聞は、かなりの数の公務員が議員として当選したの
は、政府の影響力行使を容易にする〔この選挙で敗北した〕穏健派が定めた選
挙法のせいであると応酬しました。
　選挙結果は明らかに、「政府系の」進歩派に有利なものでした。目を引くの
は、メンディサバルが様々な県（マドリード、バルセロナ、カディス、ヘロー
ナ、グラナダ、マラガ、ポンテベドラ）で当選を果たしたことです。そのため、
ラーラは政府の干渉を批判してこう述べています。「身分制議会に誰もが投票
できると聞いたとしたら、それは冗談だ。誰もが投票できるのはフアン・アル
バレス＝メンディサバル氏さ 14）」。唯一の例外はソリアとパレンシアで、ここ
では穏健派が勝利しました。
　デサモルティサシオンは、啓蒙の遺産である世俗主義のイデオロギーの産物
です。この過程に続き、廃止された宗教的機関に所蔵されていた芸術的遺産を
保護するための一連の方策が講じられました。その結果、19 世紀に初めての
博物館が建設されたのです。
3．教会永代所有資産の売却と、その歴史的経緯
　教会は、司教区・修道院、教区といった〔土地という〕形態をとって教会の
所有権と結びついた、世襲の動産・不動産財産を有していました。これは 5 世
紀以来教会に対して独立した世襲の人格が認められていたためです。教会は教
会法の下に置かれ、世俗権力はこのことを認めていました。こうして、法人格
を持つ宗教組織は、動産・不動産を獲得・保有するための恒久的権利を有して
13）　TOMÁS VILLARROYA, J. （1968）. El Sistema Político del Estatuto Real, Madrid: 
Instituto de Estudios Políticos, p. 449.
14）　LARRA, M.J. DE （1967）. “Dios nos asista”, en Este país y otros artículos, Ma-
drid: Alianza Editorial, pp. 259-260.
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いたのです。しかし、教会はこうした財産を相続によっても契約によっても譲
渡することができなかったのです。したがって、教会の財産は自由な取引の埒
外に置かれていたので、教会の財産は「永代的に寄付された財産」や「死者の
手の財産」などと呼ばれていました 15）。
3.1.　16～19 世紀の初期デサモルティサシオン
　デサモルティサシオンの最初の試みは 1518 年に始まりました。バリャドリ
ードの議会がカルロス 1 世〔在位 1516-1556 年。また、神聖ローマ帝国皇帝カ
ール 5 世として在位 1519-1556 年〕に対して、何人も教会や修道院に不動産を
譲渡できなくし、これら〔の宗教団体〕に永代所有権の許可が与えられないよ
うにするよう提起したのです。そうしなければ、近い将来、王国の土地の大半
が宗教団体の財産になってしまうからです。この請願に基づいて、皇帝〔カル
ロス 1 世〕は、教皇クレメンテ 7 世と騎士修道会の所有物の売却交渉を行い
ました。これは、当時危機的状況にあった財政の健全化に役立ちました。19
世紀まで、教会財産の接収は、教皇との事前交渉なしに実現できませんでした。
経済問題、もっと具体的に言えば、予定された経済目標を達成できないという
問題だけでなく、国庫の問題もデサモルティサシオンという手段に訴えること
を正当化したのです。
　フェリーペ 2 世〔在位 1556-1598 年〕の統治の開始時、スペインの経済的・
財政的状況は危機に陥っていました。そのため、1557 年国家破産の宣言に追
い込まれ、教皇グレゴリウス 13 世と交渉をせねばなりませんでした。教皇は、
1574 年 4 月 6 日の教書 Ad futuram rei memoriam〔物事の将来のために〕を
発して、国王に教会、〔古くから修道会による人里離れた〕修道院、〔托鉢修道
会などの新興修道会による都市部の〕修道院等の財産について、年 4 万ドゥカ
ードまでならば、管理教会・修道会の同意がなくとも売却する許可を与えまし
15）　MASCAREÑAS, C.E. （1980）. Nueva Enciclopedia Jurídica, Barcelona, vol. 7, p. 
185.
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た。これは基本的に〔修道僧でない〕一般の聖職者に影響が及ぶ措置です。
〔フェリーペ 2 世の〕在位中、1566 年 12 月 2 日の教書 Maxime cuperemus 
〔もっとも望むこと〕によって、教皇ピウス 5 世は、財政上の問題よりも宗教
上の改革のため、フランシスコ修道会の初期修道院を廃止しました。研究者の
中には、相応の賠償と引き換えに国家が教会の資産を接収することを示すため
に、デサモルティサシオンという用語を用いることが可能だという議論もあり
ます。そうすると、カルロス 1 世の最初の行動にデサモルティサシオンという
用語を適応することができます 16）。
　すでに 16 世紀からこれらの財産をデサモルティサシオンしようとする試み
がその後も続いたものの、いくつかの修道会についてのみある程度の成果が上
がるにとどまりました。もっと具体的に言えば、カルロス 3 世〔在位 1756-
1788 年〕の場合、巨大な権力と富を手中に収めたイエズス会が都市での特権
階級の教育を独占し、政界においても重要な地位を占めるに至ったことを危険
視し国外追放を決断しました。62 の拠点を接収し、イエズス会の聖職者数千
人を追放したのです 17）。しかしながら、このデサモルティサシオンは、学寮、
寺院、聖遺物について、没収された資産が公共機関にわたり、その他の財産に
ついては上層、貴族、あるいは都市在住の地主階級に属する買い手にわたりま
した 18）。カルロス 3 世は、1753 年 7 月 14 日勅令により美術品とすべての文化
遺産を保護する意志を示しました。彫像であれば、大理石製であろうが、ブロ
ンズ製であろうが、その他金属製であろうが。また、その像が壊れていようが、
全身が揃っていようが、モザイクになっていようが、あるいは硬貨であっても、
その他いろいろな物を保護しようとしたのです。このとき、サン・フェルナン
16）　TORTELLA CASARES, G., （1981）. La economía española 18301900, en Historia 
de España, Barcelona: Editorial Labor, p. 31.
17）　BELLO, J. （1997）. Frailes, intendentes y políticos. Los bienes nacionales 1835-
1850. Madrid: Taurus, p. 28.
18）　RUEDA HERNANZ, G. （1997）. La desamortización en España: un balance 
（1766-1924）.Madrid: Arco Libros, pp. 27-28.
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ド王立美術アカデミーが著名な芸術家の絵画や彫刻が国外に持ち出されること
の重大性を提起し始めたのであり、〔こうした訴えは〕1861 年の勅令で承認し
てもらうことに成功しました 19）。
　予算が甚だしく赤字であったり、何度か部分的に破産したりと、18 世期末
の財政状況が悲惨であったため、カルロス 4 世〔在位 1788-1808 年〕は新たな
デサモルティサシオンに訴えました 20）。さらに、他のヨーロッパの国（フラン
ス、ポルトガル、イングランド）との戦争〔1796 年にスペインがフランスの
総裁政府との間にサン・イルデフォンソ条約を結んだことで、両国との間に軍
事同盟が成立していた。そのためスペインは、フランスの対英戦争にフランス
側に立って参戦した〕の経費を賄うため、国王は、病院、孤児院、救貧院、隔
離施設、児童養護施設、信心会、慈善事業、そして低利の信者支援事業に帰属
するすべての不動産の譲渡に踏み切ったのです。この施策は、1798 年 9 月 19
日勅令に基づく〔宰相〕ゴドイのデサモルティサシオンとして知られ、聖職者
所有の農地の国有財産化により始まりました 21）。これらの措置によりもっとも
損害を被ったのは、病人、孤児、老人です。彼らは譲渡対象となった機関から
の保護を奪われてしまったためです。リチャード・ハーのような研究者は、カ
ルロス 4 世のデサモルティサシオンが旧体制を現代的に変容させるために重要
な出来事だったと考えています 22）。
19）　QUIROSA GARCÍA, M. V., （2005）. Historia de la protección de los bienes cul-
turales muebles: definición, tipologías y principios generales de su estatuto ju-
rídico, tesis doctoral, Granada: Editorial de la Universidad de Granada, pp. 12-14.
20）　RODRÍGUEZ PASCUAL, R. （1915） “La protección de las Antigüedades”, en Re-
vista de Archivos, Bibliotecas y Museos, vol.  XL pp.:127-137 y 254-264.
21）　MARTÍN, T. （1973）. La desamortización. Textos político-jurídicos. Madrid, pp. 
66-68.
22）　HERR, R. （1971）. Hacia el derrumbe del Antiguo Régimen, crisis fiscal y desamor-
tización bajo Carlos IV”, en Moneda y crédito, nº 118, pp. 46-49.
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3.2.　19 世紀初頭のデサモルティサシオン
　フランス支配下に実施されたデサモルティサシオンは、財政上の必要性と戦
時中という状況を根拠として行われました。1808 年 12 月 4 日の勅令は、異端
審問裁判所を廃止し、その財産を王室に組み込むことを定めました。別の勅令
によって、スペインに存在する修道院を三分の一に削減し、その財産の国有化
が命じられました。国有化された財産の半分は財政の健全化に使われ、残りの
半分はフランス軍の駐留経費に充てられました。フランス軍により押収された
美術品は，フランスに送られました。もっとも、押収された美術品の中には、
フランスの敗戦後に〔返還が〕要求され、スペインに戻されて個人の収蔵品の
ひとつになったものもありました。
　カディス議会は政府の評議会において組織され、その設置後の 1808 年 9 月
25 日、上部組織として中央評議会が設置されました。中央評議会は新たな社
会・政治秩序を打ち立てるため、議会招集手続きを速やかに行ないました。第
1 回会議が 1810 年 9 月 24 日にカディスのサン・フェルナンドで開催され、ス
ペイン最初の憲法「ラ・ペパ」が 1812 年 3 月 19 日に創られました。1812 年
6 月 7 日の政令は、フランス支配下の政府によって接収された財産を修道会に
返還することを定めました。他方で国家は、戦争によって消滅したまたは改革
の対象となった、またあるいは解散した修道院〔農村のも都市のも〕の財産を、
ホセ 1 世の統治期間〔ナポレオンの兄が即位したフランスの傀儡国家〕に採用
された方法によって取得していたのです。1813 年 9 月 13 日の勅令により、政
府管理下に入った修道院の財産が公債に当てられました。このことは、デサモ
ルティサシオンの新たな道を切り開くと思われました。というのも、自由主義
体制の支柱となったブルジョアが主に保有者であった公債の証書を裏書きした
からです 23）。しかしながら、これらの措置はフェルナンド 7 世の絶対主義クー
デタのおかげで実現に至りませんでした。フェルナンド 7 世は、1814 年、憲
23）　REGUEIRO GARCÍA, M.T. （2011）. “Liberales de 1812 y relaciones iglesia-estado”, 
en Revista de derecho político, nº 82, pp. 393-427.
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法と議会の政令が無効であり、何の価値も効果もないと宣言し、旧体制への復
帰を目指したのです。フェルナンド 7 世は、接収した修道会と財産をイエズス
会に返還し、1814 年 8 月 31 日の勅令で、各裁判区の代表都市にジョゼフ 1 世
統治時代に売却された財産の返却を担当する評議会を設置するように命じまし
た 24）。明らかに、フェルナンド 7 世は、カディス議会によって実現した成果の
すべてを解体することに取り組んだのです 25） 。
　ラファエル・デ＝リエゴ大佐が 1820 年 1 月 1 日のプロヌンシアミエントを
達成することにより始まった自由主義の三年間（1820-1823）は、フェルナン
ド 7 世が立憲君主に転換し、1812 年憲法の尊重を示した時期です。1820 年 9
月 27 日の勅令により、いかなる種類の継嗣限定も禁止されました。つまり宗
教団体であれ、世俗団体であれ，一般団体であれ、不動産売買の「死手」化が
禁止されたのです 26）。この勅令は、「モナカーレス〔修道士〕法」として知られ
ている、1820 年 10 月 1 日に発布された勅令の予告となりました 27）。この法は、
文化資産に関して非常に重要なものです。というのもデサモルティサシオンの
措置の内、文化財である動産の行方を直接に定めるものであったためです。そ
してこの財産の保護の大枠を定めています。つまり、第 1 条で修道会の修道院
すべてを廃止することを定め、サン・ベニート修道会の一般司教座参事会の修
道院、タラゴナとサラゴサの修道会の修道院、聖アウグスティヌス修道会の修
道院とプレモントレ修道会の修道院、騎士修道会の学寮と修道院、エルサレム
の聖ヨハネ修道会の修道院、神の聖ヨハネ修道会の修道院およびすべての種類
24）　SIMÓN SEGURA, F. （1973）. La desamortización española del siglo XIX, Madrid: 
Instituto de Estudios Fiscales, p. 65.
25）　ARTOLA, M., （1990）. La burguesía revolucionaria （1808-1874）, Madrid: 
Alianza Editorial, pp. 46-49.
26）　MARTÍN, T. （1973）. La desamortización Textos político-jurídicos. Madrid, pp. 
28-29.
27）　El Real Decreto aprobado por las Cortes el 1 de octubre de 1820 fue sancionado 
oficialmente por Fernando VII, pese a su negativa inicial, el 25 de octubre de 1820 con-
virtiéndolo en ley. Gaceta del Gobierno, nº 123, 29 de octubre de 1820, p. 544.
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のその他の病院騎士団が対象とされました。第 17 条によれば、このリストに
含まれない修道会の修道院が存続するためには 24 人以上の修道士が所属して
いなければならず、その基準に達していなければ同じ修道会のもっとも近い修
道院に転籍しなければならなかったのです。ただし修道院がひとつしかない集
落については、聖職者の数は 12 人で良いとされました。1822 年 4 月 8 日の勅
令により、所属する修道士が 24 人未満の修道院が廃止されました 28）。廃止され
たまたは廃止されることとなった大小の修道院、学寮のすべての動産と不動産
は、第 23 条によれば、公債に充てられることになっており、財政の健全化と
いう最終目的が明らかにされています。県の政治指導者が美術品を管理するこ
とを定めた第 27 条により、美術品は保護されることとなりました。
　しかしながら、フェルナンド 7 世は絶対主義国家への復帰のために画策し、
デサモルティサシオンの措置は負債の調整と土地の再分配を目指すという財政
上および社会的目標を達成するに至りませんでした。むしろ多くの農民と聖職
者は、彼らの利益を保護する形態として絶対主義国家に自らを結びつけていた
のです 29）。いわゆる「聖ルイの 10 万の息子たち」というフランス軍がスペイン
に侵入したことは、絶対主義国家への後退をもたらしたことで、政治的風景を
根本的に変更しました。この絶対主義体制は、自由主義的な立法のすべてを撤
廃し、それによってデサモルティサシオンの企ても排除されました。そして
1823 年 6 月 11 日と 8 月 12 日の勅令によって、没収された資産が聖職者に返
還されることが決定されました 30）。
28）　VALLEJO BOZAL, J. （2002）. Las consecuencias de la desamortización de 1820 en 
la conservación del Patrimonio histórico. El caso zamorano”, en Anuario del Institu-
to de Estudios Zamoranos Florián de Ocampo. Zamora, pp. 353-361.
29）　FONTANA, J. （1983）, La crisis del antiguo régimen. Barcelona: Editorial Críti-
ca, p. 161.
30）　FRIERA ÁLVAREZ, M. （2007）. La desamortización de la propiedad de la tie-
rra en el tránsito del Antiguo Régimen al liberalismo, Gijón: Fundación Foro Jove-
llanos, p. 249.
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4．メンディサバルの教会・修道院財産のデサモルティサシオン
　政治状況の不確実性とカルリスタ戦争によって貨幣が不足し、また投資が冷
え込んだため、スペイン経済は全くもって深刻な事態に見舞われました。この
嘆かわしい状況に直面して、メンディサバルは四つの主要な目的を掲げました。
つまり、王国憲章を改正することにより、叛乱に直面した自由主義者の信頼を
勝ち得ること、カルリスタ戦争を 6 ヶ月間で終結させるために攻勢を強めるこ
と、そして戦争に勝利した後、外国市場で公債が好条件で売却できるよう財政
が安定していること、そして最後に税制改革です。こうして、デサモルティサ
シオンは、彼の行動計画のなかで最重要の目的となりました。「死手」財産と
いう拘束が続いていたために生み出されなかった利益を、農業や商業が引き出
すことが出来るようにするために、国有化された資産を個人の手に渡らせる。
こうすることにより、自由主義者の敵でありカルリスタの擁護者と見なされて
いた聖職者の権力を低下させることに成功したのです。しかしながら、彼の理
想は現実化するに至りませんでした。というのも中産階級と上層階級がもっと
も利益を受け、中産階級に上昇する小地主や借地農はそれよりも恩恵が少なか
ったので、メンディサバルのデサモルティサシオンが社会革命となったとは言
えません 31）。
　メンディサバルは 1835 年 10 月 11 日の司法省の勅令を通じて 32）、教会・修
道院所有地のデサモルティサシオンを実現するという自身の計画を続行しまし
た。それによれば、所属する聖職者の数にかかわらず修道院を廃止することと
なっていました。ただし、以下の例外がありました。それは、モンセラート修
道院、サン・フアン・デ・ラ・ペーニャ修道院、バリャドリードのサン・ベニ
ート修道院、エル・エスコリアルのサン・ヘロニモ修道院、グアダルーペ修道
31）　RUEDA HERNANZ, G. （1997）. La desamortización en España: un balance 
（1766-1924）, Madrid,  pp. 43-45.
32）　Gaceta de Madrid, nº 292, 14 de octubre de 1835.
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院、ポブレーのサン・ベルナルド修道院、エル・パウラー〔の聖マリア〕修道
院、セビーリャの聖バシリオ修道院です。この内、〔10 月 11 日の勅令が出さ
れた時点で〕エル・エスコリアルの修道院とエル・パウラーの修道院だけが存
続しており、上に挙げたそれ以外の修道院は評議会によって閉鎖に追い込まれ
ていました。さらに〔田舎の大きな〕修道院の他に、この勅令は〔都市の小さ
な〕修道院も含む可能性を広げています。すでに閉鎖されている修道院は理由
を問わず閉鎖状態を継続されると規定し、革命時の評議会の閉鎖措置を合法化
したためです。さらに、〔修道僧でなく〕高位聖職者の求めに応じて、信者団
体や、県政府の助けを借りて市町村を廃止する可能性を示していました。その
財産の行き先について言えば、1835 年 7 月 25 日の勅令が発せられましたが、
何らの修正も加られていません。
　1836 年初め、通常の〔修道院でない〕聖職者の資産のかなり多くが、国有
化と占有の後、国家に帰属することとなりました。その後、競売による売却に
手続きが進められ、これによって財政の嘆かわしい状況の健全化の資金を得る
ための計画の全体が完成したのです。1836 年 2 月 19 日の勅令 33）によって、そ
してそれを補完した同年 3 月 1 日の命令 34）によって、メンディサバルは国有財
産となった資産の売却を実行する旨を命じました。資産から得る利益に等しい
償還が行なわれることによって国家の累積債務に保証を与えることを目指し、
産業と財の流通を活性化することによりスペイン経済を改善することを目指し
ました。さらに、資本家や資産家だけでなく通常の「尊厳ある勤勉な」市民が
土地所有者となることができるように、正義の観点から土地所有者数を増やそ
うとしたのです。また、この勅令は、自作農やさらに農業労働者までもが、
「善意ある誰か」の保護に入ると示しています。 
　具体的に言えば、第 1 条は、消滅した信者団体や宗派団体に属するすべての
不動産を、そして名目や動機にかかわらず国家に帰属するようになったすべて
33）　Gaceta de Madrid, 21 de febrero de 1836.
34）　Ibídem, 1 de marzo de 1836.
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の不動産を売却することを宣言しました。第 2 条は、美術的価値の高い名作の
保全のため、あるいは国家の偉業を記念するために政府が公共サービスに供し
た建造物を例外としていました。そのため、政府はそのような状況にある建造
物のリストの公表を命じました。これは言及の対象が不動産に限定されていた
にもかかわらず、修道院に保管されていた動産の資産も、勅令〔による保護〕
の対象となったのです。
　メンディサバルの考えは、社会正義に基づいており、実現することは不可能
でした。なぜなら、資本家は、借金の清算ができない農業労働者に金など貸さ
ないからです。それにもかかわらず、つつましい買い手が買えるように、荘園
を小区画に分割することが検討されました。しかし、何らかの荘園〔の入手〕
に興味を示した資産家は、 他の入札者が部分的に購入できるようにすることを
阻止したのです。トマス＝イ＝バリエンテがこうした〔メンディサバルの〕目
的を「真実よりも利益を重視」と性格付けたのは、結局デサモルティサシオン
の受益者となったのが公債の所有権を持つ資本家や、土地購入に投資するブル
ジョワであったためです。彼らは公的な入札で利益をむさぼりましたが、公的
な入札の多くで不正が見られ、また犯罪行為にも事欠かなかったのです 35）。
　1836 年 3 月 8 日勅令は、通常の〔修道僧でない〕聖職者の宿舎―これは閉
鎖されていませんでしたたが 36）―の廃止を決定しました。ただし、バリャドリ
ード、オカーニャ、モンテアグードに設置されていたアジアへの宣教師の学寮、
エスコラピオス修道会、聖ヨハネ病院修道会は、エルサレムの学寮と修道院と
同様例外とされたのです。このようにして、病院や学校などに従事し社会活動
を展開する修道会は免除されましたが、その理由は経済危機の時期に政府が彼
らの役割を引き受けることができなかったためです。この規則の新しさは、女
子修道会を初めてデサモルティサシオンの対象に含んだ点にあります。ただし、
修道院を放棄することを強制しなかったので、望めば女子修道会は修道院の生
35）　TOMÁS Y VALIENTE, F. （1989）. El marco político de la desamortización en Es-
paña, Barcelona: Ariel, p. 588.
36）　Gaceta de Madrid, 10 de marzo de 1836.
都法 58 巻 2 号（2018 年 1 月） 321
活を継続できたのですが。しかし、生き残るためには、〔都市部の小規模な〕
修道院は少なくとも 20 人の女子誓願修道士が所属していなければならず、ま
た同じ市町村に同じ修道会が二つ以上の修道院を持つことは禁じられることと
なりました。さらに、病院や初等教育に従事するのでなければ、助修女の宿舎
も禁止されました。
　男女の修道会の〔田舎の大きな〕修道院と〔都市部の小さな〕修道院の財産
は、個人が使用するものを除いて、公債の償却に充てるために国家によって没
収されました。このようにして、デサモルティサシオンは一般〔非修道士〕の
聖職者のすべての財産に実質的に拡大しました。史料、絵画、書籍その他科学
的・芸術的機関に属するものは、県の図書館、博物館、アカデミー、その他公
教育機関に移籍されました。王立サン・フェルナンド美術アカデミーは、
1836 年 2 月 20 日に得た権限によって、いくつかの県に委員を派遣し、廃止さ
れた修道院の聖遺物の一部を収集させ、マドリードへ移送させました。同勅令
に基づき、司教区評議会が設置され、委員に知事、地方監察官、県議会議長、
司教、司教座参事会員から県議会が指名したものが加わりました。評議会の目
的は、1836 年 3 月 24 日の規則 37）に規定されていたように、男女の修道院の廃
止手続きおよび宗派の宿舎を不可欠な修道院の数に合わせて修道女を分配する
手続きを進めることでした。これらの評議会がいったん設置されると、その時
過半数の男子修道会の修道院が閉鎖されていたので、基本的に女子修道会の修
道院の削減に従事しました。というのも女性なので〔修道僧でない〕通常の聖
職者の宿舎に統合することができない点で、彼女たちの境遇は特殊でした。こ
ういった事情が、1836 年の勅令によって閉鎖の決定を司教区評議会の手にゆ
だね、誓願修道女 20 名という必要条件を柔軟にしていた動機であったのです。
　内務省は、各県の政治指導者あてに 1836 年 4 月 9 日に勅令回状を送付し、
王立サン・フェルナンド美術アカデミーの調査員による品目リスト作成と委員
が指定した美術品の確認に協力するよう求めました。本来ならば改めて権限が
37）　Gaceta de Madrid,26 de marzo de 1836.
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付与されなければならないのですが、実際には、委員は自分たちがそうした方
がよいと判断したものをマドリードに送付していいという白紙委任を得ていま
した。上述の回状には、女子修道院の財産の問題が扱われていました。彼女た
ちは、修道院が閉鎖され収入を絶たれる可能性に直面して、保管している美術
品の売却を決定しました。こうした理由から、廃止されたか否かにかかわらず
女子修道院にある絵画に政治指導者が注意するよう回状に記載されていまし
た 38）。内務省は、県の政治指導者向けに 1836 年 12 月 14 日の勅令回状を起案
しましたが、そこでは、廃止された修道院の学問的に価値のある物品と美術品
が個人に売却されるのを防止する目的で、移送されるべき目的地についての極
めて具体的な命令が含まれていました。当該の回状の〔前文の〕立法理由にお
いては、そういった貴重な物品の目的地は以下でなければならないと表明され
ています。すなわち国立博物館に加えて県立博物館を挙げていたのです。万人
に開かれているべき県立博物館を美術品の収蔵先とすると回状に明記されるの
は初めてのことでしたが、〔博物館は〕「模範となっており、趣味の良さと美術
品に対する愛着を広めるのに貢献している。」と〔記しています〕。さらに、絵
画の収集担当者は絵画の作者についての情報を内務省に伝えなければならない
と規定しました。そして王立サン・フェルナンド美術アカデミーは、作品の選
別とマドリードへの輸送を担当しました。マドリードでは、国立博物館が目的
地でしたが、国立博物館に所蔵の無い作者の作品が選定されました。
　上記の回状の第 2 条は、政治指導者たちに 1835 年 7 月 29 日の勅令の履行
状況を明らかにするように求めました。それによれば、廃止された修道院で収
拾しなければならない対象物、とりわけ絵画と彫刻のリストを送らなければな
らなりませんでした。その後、県立博物館を創設するためには、それらの美術
品をどこに収集するのが適切かを検討するために王立サン・フェルナンド美術
アカデミーとの協議が行われました。しかしながら、これらのすべての措置は、
38）　Archivo de la Real Academia de Bellas Artes de San Fernando （RABASF）, sig. 
7Z7/2, Palencia. Objetos procedentes de conventos suprimidos, Real Orden circular del 
Ministerio de la Gobernación A los Jefes Políticos, 9 de abril de 1836. 
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非合法に資産が売却されるのを阻止できませんでした。フランスの元首ルイ＝
フィリップ・ドルレアンが 1837 年に合計 454 点も購入したことがよい例です。
ルイ＝フィリップは、テイラー男爵を通じ、そしてマドラーソ家の助けを借り
て、それらをパリに運ばせたのです。絵画は、ルーブル美術館のスペイン画廊
に展示され、1838 年 1 月に一般公開が始まりました。この絵画コレクション
は、ルイ・フィリップが 1848 年に失脚しイングランドに渡り、死去した後の
1853 年に、ロンドンのクリスティーでオークションにかけられました 39）。こう
いった非合法の売却を避けるため、内務省は再び 1837 年 5 月 27 日に新たな
勅令を発布し、各県の県庁所在地に科学・芸術委員会の設置を定めました。政
治指導者たちは、県庁と市町村役場との相談の上、委員を市町村毎に、閉鎖さ
れた修道院毎に、有識で高潔で公共の福利に強い意欲を持つ人材を委員に任命
し、学問的に重要な物品・美術品をチェックさせ、そのリストを県庁に提出さ
せたのです 40）。
解題　首都大学東京大学院　社会科学研究科　博士後期課程　佐藤泰
　本稿は、2017 年 5 月 28 日に首都大学東京秋葉原サテライトキャンパスにて
行われた、カスティーリャ・ラ・マンチャ大学のナティビダ・アラーケ＝オン
タンガス教授講演の原稿の翻訳である。実際の講演ではパワーポイントのスラ
イドに多くの写真や図表が用いられ、聴講者が視覚的にも議論を理解が容易に
なるよう配慮がされていたが、本稿では写真や図表は割愛する。
　本講演原稿の理解のため、19 世紀初頭のスペイン史に簡単に触れておこう。
　19 世紀初頭のスペイン政治史は、自由主義が体制の正統な理論と制度とし
て導入されたことが基軸になったといえる。19 世紀のスペインにおいて、王
位継承を巡る対立がそれまでの体制内に亀裂を生じさせて、新たな勢力の擡頭
の余地を拡げた。すなわち、まず、国王カルロス 4 世とその嫡子フェルナンド
39）　LUXEMBERG, A. （2007）. “La Galería Española del Louvre （1838-1848）: ética de 
adquisición, política de patrimonio”, en Goya, nº 231, pp. 353-364.
40）　Gaceta de Madrid, 28 de mayo de 1837.
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7 世の間の対立が 1808 年のナポレオンの介入を招いた。ナポレオンは両者に
譲位を強要し、兄ジョゼフ（スペイン王ホセ 1 世）を即位させたが、この新国
王とそのバイヨンヌに拠点を置いた政権に対抗して召集されたのがカディス議
会であった。そこに集まった人々が「自由にする人々」と呼ばれ、その名称の
スペイン語「リベラル」（liberal）が政治用語として世界に広まった。このリ
ベラルすなわち自由主義者たちは、敵対するバイヨンヌ政府を模倣して国民主
権の原理を規定した 1812 年憲法（カディス憲法）を作成した。これ以降この
憲法体制への賛否が自由主義者と王権の間で、および自由主義者の内部の対立
の基本的な争点となる。しかし、フェルナンド 7 世は、ナポレオン撤退後、ス
ペインの王位に就くとカディス憲法の廃止を発布し、1820 年～1823 年の短期
間の復活を挟んで、自由主義者を弾圧の対象にした。
　ところが、1833 年のフェルナンド 7 世の死は新たな王位継承問題を引き起
こした。王の唯一の子であったイサベル 2 世の即位に対して、王弟カルロス＝
マリア＝イシドロが反旗を翻したからである。ここでイサベル 2 世とその母に
して摂政となったマリア＝クリスティーナが支持を求めたのが、それまで弾圧
の対象となった自由主義者であった。
　このように、スペインの自由主義は、二度に亘る王位継承問題と結びついて
扶植されたゆえに、王政と不可分に結びついていた。カディス議会の召集も、
1830 年代以降の選挙も、それぞれ王統の正統性を確保するという目的を持っ
ていた。それでも議会が一旦召集され、あるいは選挙戦が行われると、単に玉
座の正統性の確保にとどまらず、自由主義の諸制度が制定され、次第に確立す
ることとなった。
　上記のような経緯を辿って成立した自由主義体制初期の形成過程を明らかに
するのが、本講演「1836 年選挙とメンディサバルの教会永代所有財産解放令
の実行」である。イサベル 2 世時代の下院議員選挙を網羅するアラーケ教授の
博士論文は、スペインの自由主義形成期の最も基本的で重要な研究の一つとな
っている。本講演は、そうした長年の教授の研究の中から、メンディサバル政
権のデサモルティサシオンの是非を問うた 1836 年選挙に焦点を当て、スペイ
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ンの議会制において二つの重要な画期を提示している。というのも、1834 年
から数多く行われていた選挙のうち、1836 年のそれはスペインにおける政党
の誕生の契機となり、議会の制度化を大幅に進めたからである。
　カディス憲法で国民主権の原理が導入されたことは既に述べたが、1836 年
選挙では、政治制度として、政党政治の萌芽が見られ、選挙法の整備が進み、
議会制の制度化が推進されるとともに、選挙戦において党派対立が形成され、
政党の誕生の契機となった。
　講演の中でアラーケ教授は、デサモルティサシオンが選挙の最大の争点の一
つとなったことを示している。自由主義の議員は、賛成派と反対派とに二分し、
この対立が政党の誕生を促した。前者は進歩派と呼ばれ、カディス憲法の復活
など、自由主義改革を一挙に推進する勢力であり、後者はフェルナンド 7 世時
代の絶対王政支持者とも手を組みつつ漸進的な改革を目指す穏健派と呼ばれた。
それぞれの陣営は、1836 年 2 月選挙以降、全国に集票マシーンとして政党組
織を構築し、新聞メディアを用いた宣伝戦を展開するようになったのである。
また、この選挙以降、議会の制度化が大きく前進した。新たな選挙法に関する
問題が争点となり、後の議会で選挙権の拡大を規定した新たな選挙法が制定さ
れている。さらに、党派間の対立の構図が明確になることにより、議会選挙で
勝利した党派が政権を担当する責任内閣制の確立も見られ始めた。このように、
近代的な議会の諸制度が整備されたことは、政治の主導が国王から議会政治家
に移ることを意味した。
　さらに、1836 年のデサモルティサシオンは、自由主義体制と教会との関係
にも変化をもたらした。デサモルティサシオンはスペインにおいて 16 世紀以
降たびたび行われてきた政策であり、教会が保有する財産を国家が接収し、売
却することで得た収益を国債の償却に充当することで、国家の財政状況の改善
を目的として用いられてきた。しかし、メンディサバル政権は、カルリスタ戦
争のための戦費調達の必要に迫られて行った故に、これまでと異なりローマ教
皇の承認を取らず、全く異なる帰結をもたらした。自由主義者と結びついた王
政に対して敵対的姿勢を示したカルリスタの側に聖職者が多くいたため、メン
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ディサバルによるデサモルティサシオンは、教会に対する懲罰的措置として捉
えられたのである。
　マルクス主義の経済還元論では、1836 年のデサモルティサシオンは、教会
資産の売却によって都市ブルジョワジー層の発展、擡頭の契機となったとして、
スペインにおけるブルジョア革命であると解釈されてきた。ところが、国家に
より接収され競売にかけられた教会の土地は、もともと購買力のあった資産家
の手に渡ったので、メンディサバルのデサモルティサシオンにより新たなブル
ジョワ層の形成が促進されたわけでない。アラーケ教授は、デサモルティサシ
オンに対して、ブルジョア革命と言った経済的な意味づけでなく、政治的な導
入メカニズムに焦点を絞り、政治的な帰結を重視している点に本報告の本講演
の特徴がある。
ナティビダ・アラーケ＝オンタンガス教授主要著作
（主要な著作にとどめる）
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